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)()( tAUtU  において、 1,1,  baxt とすれば 
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)2cos(cos)(2)( txtbaxf   

 

1)2cos(1,0 ≦≦≧ txba  より、 0cos t であれば 1)2cos(  tx のとき最大、 0cos t であれば 0)( xf 、 

0cos t であれば 1)2cos(  tx のとき最大。以上まとめて 

 tbatm cos)(2)(   ……(答) 

 

(2) 

)()( tAUtU  において、 ba, をそれぞれ cc ba , で置き換えれば 
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したがって、     0)()()()()(2 ≧tmBtAUtUTrDtCUtUTr  が成立するには、 
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相加平均・相乗平均の関係から 
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以上により示された。(証明終) 


